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研究課題提案者まとめ

（研究グループ全員）


独立行政法人海洋研究開発機構　御中

平成20年度海洋地球研究船「みらい」を利用する個別研究課題申込書

＜研究課題提案者＞

氏名（漢字）：（姓）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（名）　　　　　　　　　　　　　
　　　（ローマ字）：（姓）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（名）　　　　　　　　　　　　　
所属先名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所属部署名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
役職名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
所属先住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
所属先電話：　　　　　　　　　　　　　　　所属先FAX：　　　　　　　　　　　　
E-mail：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＜連　　絡　　者＞（提案者と連絡者が異なる場合のみ記入してください。）

氏名（漢字）：（姓）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（名）　　　　　　　　　　　　　
　　　（ローマ字）：（姓）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（名）　　　　　　　　　　　　　
所属先名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所属部署名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
役職名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
所属先住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
所属先電話：　　　　　　　　　　　　　　　所属先FAX：　　　　　　　　　　　　

E-mail：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
申込書は研究課題募集案内、課題審査、採択通知、航海実施諸手続き、シンポジウム開催案内及び発表募集案内、データ・サンプル管理、航海データ管理、成果管理、機構が行った観測研究航海の成果の公表、並びにお問い合わせ、回答・返信等のために使用し、記載されました個人情報は、独立行政法人海洋研究開発機構個人情報保護管理規程に基づき、安全かつ適正に取り扱います。
【応募から採択までの提出書類】
＊　課題提案を行う研究者は、応募時に、①研究課題申込書、②「デ－タ・サンプル取扱規程類の重要確認事項」チェックリスト、③研究課題提案書の３つの書類及び採択内定から正式採択までの間に④誓約書が必要です。応募から採択までのフロ－を下記に示します。

（１）応募時

①　平成２０年度研究課題申込書

②　データ・サンプル取扱規程類の重要確認事項：別添1「デ－タ・サンプル取扱規程類の重要確認事項」チェックリスト（同意書）は、機構の船舶等を利用して課題提案を行う研究者がデ－タ・サンプルを取得するに際し、遵守して頂く機構の「デ－タ・サンプル取扱規程類」（別紙10）の中でも重要な事項をまとめたものです。内容を確認し「同意する」の欄にチェックを入れてください。「同意」が応募研究課題を審査する条件の一つとなります。

③　研究課題提案書

研究課題提案者は、①研究課題申込書、②データ・サンプル取扱規程類の重要確認事項チェックリスト、③研究課題提案書を一緒に送付していただきます。

（２）正式採択に向けて

④　誓約書：内定通知に添付されております「誓約書」は、「デ－タ・サンプル取扱規程類」（別紙10）の遵守を誓約していただくものです。研究課題提案者（共同研究者を含む研究グル－プ全員）は正式採択までの間（翌年２月頃）に海洋工学センタ－研究船運航部計画推進グル－プへ提出してください。誓約いただけない方は｢みらい｣観測研究には参加できません。詳細は、「機構の船舶等により得られたデ－タ・サンプル取扱規程類の解説」(別紙12)を参照してください。
データ・サンプル取扱規程類の重要確認事項チェックリスト

　以下の内容は、「データ・サンプル取扱規程類」（別紙10）に定められた課題採択研究者が遵守すべき重要事項です。内容を確認し「同意する」の欄にチェックを入れてください。【データ・サンプル取扱規程類の遵守】が課題採択の大原則です。特別な理由により【特別な取決め】が必要な場合にはチェックを入れず、「別添1-様式」の記入欄にその【希望内容と理由】を記入してください。ここでの記入内容によっては採択しかねる場合もありますのでご相談ください。また、記載の無い事項については【機構の定めている内容に同意する】とみなします。
ご質問等がある場合は、課題管理部署（連絡先：miraikobo@jamstec.go.jp）までお問い合わせください。　　　　　　　　　　　　

データ・サンプル取扱規程類の重要確認事項チェックリスト
	事項
	機構で定めている内容
 正式には、「データ・サンプル取扱規程類」をご確認ください。
	同意する

	１．データ・サンプルの帰属
	（規程第3条）
機構の施設・設備等を利用して得られた又はその際に派生して得られたデータ・サンプルは、機構の帰属とする。　　　　　　
	 FORMCHECKBOX 


	２．データ・サンプルの提出の有無および時期
	（取扱規則第７条）
首席研究者は、航海終了後、別表で定められた期間（原則１ヶ月）内に、その航海で得られた以下のものを、情報管理部署に提出しなければならない。
提出物：メタデータ・クルーズサマリ・クルーズレポート・航海データ・船上一次処理後のデータ・画像の記録媒体の原本・保存用サンプル
（取扱規則第8条）
課題代表研究者は、公開猶予期間内に課題採択研究者によって事後処理（補正、品質管理等）が行われたデータを情報管理部署に提出しなければならない。課題代表研究者は、公開猶予期間内にサンプルをサンプル保管部署に提出しなければならない。　　　　　　　　　　
（取扱規則第７条）
課題代表研究者は、自らの課題で得られたサンプルを取りまとめ、定められた期間内に、保存用のサンプルをその種類毎にサンプル保管部署に提出しなければならない。　　　　　　　
	 FORMCHECKBOX 


	３．データ・サンプルの公開の有無および時期
	（公開細則第３条）
情報管理部署は、原則として課題採択研究者が公開猶予期間内に必要な事後処理を行ったデータを、当該処理内容を明示した上で公開する。
公開猶予期間は、原則２年とする。ただし、岩石サンプルの分析データについては、５年とする。
	 FORMCHECKBOX 


	４．データ・サンプルの保管・管理の場所、責任者、方法
	（取扱規則第11条）
情報管理部署及びサンプル保管部署は、提出されたデータ・サンプル及びそれらのメタデータを、適切に保管し、散逸や汚損を防止するものとする。
サンプルを機構外で保管する場合は、課題採択研究者が所在、残量等の情報を情報管理部署に提出する。
（サンプル保管部署設置細則第３条・第５条）
以下に保管部署の定めの無いサンプルは、原則として課題採択研究者の保管とする。
データ・サンプル保管部署は以下とする。

データ：海洋地球情報部データ統合・解析グループ

岩石サンプル：海洋地球情報部データ統合・解析グループ

コア・サンプル：高知コア研究所　科学支援グループ
	 FORMCHECKBOX 


	５．データ・サンプルの公開時の制限事項
	（公開細則第３条）
情報管理部署は、原則として課題採択研究者が公開猶予期間内に必要な事後処理を行ったデータを、当該処理内容を明示した上で公開する。
（公開細則第５条）
情報管理部署は、データ・サンプルの性質に応じて利用条件を付すことが出来る。
	 FORMCHECKBOX 


	６．成果の発表
	（取扱規則第13条）
課題採択研究者は、データ・サンプルを利用した成果を公表しなければならない。また、課題採択研究者は、公表した成果を課題管理部署に届出なければならない。
	 FORMCHECKBOX 


	７．産業利用等について
	（規則第５条）
産業財産権（工業所有権）の出願及び産業利用を行う場合は、事前に情報管理部署に申請する。
	 FORMCHECKBOX 



全ての項目について「同意する」の場合、このシートの記入は終了です。
チェックの無い項目がある場合は、別添１－様式にご記入ください。

「同意する」のチェックのない項目がある場合にご記入ください。
　取扱規程類の重要確認事項において「同意しない」項目について、『特別な取決め』の【希望内容と理由】を詳細に記入してください。尚、希望内容に記載のない内容については、「同意する」とみなされます。
取扱規程類確認事項のNo.とタイトルを以下に記入してください。[例：１．データ・サンプルの帰属]
	[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]

	希望内容


	理由

課題管理部署記入欄


	



平成20年度海洋地球研究船「みらい」を利用する研究課題提案書
研究課題提案者名：

所属機関名：

役職：

1. 希望航海番号（各航海名・各レグ毎に記入してください。）
2. 希望乗船期間（各航海名・各レグ毎に記入してください。）
3. 研究課題名（科学技術振興調整費、科学研究費補助金、国際プロジェクトにより実施される課題はその旨明記してください。）

4. 乗船希望者及び共同提案者

　（乗船希望者を記入してください。また非乗船の共同研究者がいる場合も併せて記入してください。）

　　　氏名　　　　　　所属　　　　　　　　　　　　　　　役職　　　　　　乗船/非乗船

例　　未来　太郎　　　海洋研究開発機構　　　　　　　　　研究員　　　　　乗船　　　　　

　　　陸奥　花子　　　海洋研究開発機構　　　　　　　　　研究員　　　　　非乗船　　　　

　　　氏名　　　　　　所属　　　　　　　　　　　　　　　役職　　　　　　乗船/非乗船

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　共同研究者総数（課題提案者を含む）　　　名　　　　乗船者総数　　　　名

提案書は研究課題募集案内、課題審査、採択通知、航海実施諸手続き、シンポジウム開催案内及び発表募集案内、データ・サンプル管理、航海データ管理、成果管理、機構が行った観測研究航海の成果の公表、並びにお問い合わせ、回答・返信等のために使用し、記載されました個人情報は、独立行政法人海洋研究開発機構個人情報保護管理規程に基づき、安全かつ適正に取り扱います。
5. 研究目的・内容（主要課題との関連も含み、1,000字程度で詳しく纏めてください。）
6. 研究計画（上記の目的を達成するためにどのような観測を実施するのか、観測点、観測測線、観測日数の算出根拠などわかるように図表等も含め半ページ程度に纏めてください。他計画との関連、他研究機関との具体的連携など、審査の参考となるものがあれば記入してください。また、実施計画の策定に当っては、環境への配慮をしてください。「環境への配慮に係る基本方針の策定について」（別紙13））
7. 応募課題に関する研究経過（これまでの当該研究の経過、成果、「みらい」等を利用しての継続調査観測であるかについて詳しい記載をお願いします。）

8. 主な甲板作業内容（下記のような項目例を参考として、主な甲板作業の内容を一覧表にしてください。必要なシップタイムの判断資料と致します。）
（例）

作業件名：CTD
作業内容：採水

深度：2000m
回数（測点数）：6測点

作業時間・船速等：約1時間

測点（注2）：南緯10度に沿って東経90度から95度まで軽度にして1度毎

作業件名：
作業内容：

深度：　　　　　　　　　　　　　　　　　　
回数（測点数）：

作業時間・船速等：

測点（注2）：

(注1)上記項目に限定されることなく、必要な作業内容が明確に読み取れる記載を適宜お願い致します。

(注2)測点は緯度・経度等観測希望測点の位置が解るようご記入ください。また必要に応じ海域測点図を添付してください。

※特殊作業がある場合その作業内容詳細及び所要時間等を下の欄に記入してください。

また作業・測点等に関し上記項目以外のご希望が有る場合記入してください。

（例）毎朝、雨量計にたまった水を6mlのガラス瓶に採水する。作業時間は3分くらい。

9. 外国の排他的経済水域（EEZ）内での観測（どちらか該当しない方を削除してください。）
　　　　有　　　　　　　無

10. 使用予定の「みらい」本船観測機器

（別紙『「みらい」本線観測機器使用申込表』の該当欄にもチェックをお願い致します。なお、使用申込表への記入は実際の観測計画に基づいた記入をお願い致します。特にRIに関する機器については、使用に際して事前調整等を必要とする機器がありますので、記入漏れの内容にご注意ください。）

11. 申込者が持ち込む観測機器

機材スペースの関係上サイズ＜大きさ、重量、数量＞がわかるようにご記入ください。

（外国において観測機器を搭載する場合、当該外国への持ち込みの可否の確認及び通関等の諸手続については、申込者の責任で行っていただきます。また、岸壁までの運搬費用及び諸手数料は、申込者の負担となります。「みらい」船上の無停電電源装置（UPS）を備えた電源には限りがございますので、大容量の電源を使用する場合等、持込機器については必要に応じて各自でUPSをご用意ください。）
· 外国為替及び外国貿易法上の規制該当物品かどうか記入願います。
輸出貿易管理令により通常兵器関連貨物・技術が輸出されることにより国際的な平和及び安全の維持を妨げる事となると認められるものを言います。

最新の技術を用いて製造された観測機器・装置、機材等海洋観測に使用される物品も例外ではありません。詳細については、事前にメーカー等に確認してください。

海洋地球研究船「みらい」研究課題へ応募する際、安全保障輸出管理等の詳細は、「安全保障輸出管理に係る今後の対応について」（別紙14）をご覧ください。
12. 関連課題の研究成果

　（お申し込みの課題と関連する研究成果につき、成果を発表された論文等の題名、発表年、発表者名、発表先＜学会名＞をご記入ください。過去の「みらい」航海による研究成果については航海番号も記入してください。）

· 研究業績の論文では査読あり、査読なしを記入してください。

　（例）　○　査読あり　：

　　　　　○　査読なし　：

13. 大学共同利用等他機関・その他国際プログラム等への応募状況

＊東京大学海洋研究所共同利用、深海調査研究、等への応募がある場合は関連する航海計画、応募状況を具体的かつ明確に記入してください。

事務局記入欄


受付　


平成19年　　月　　日





事務局記入欄


受付　


平成19年　　月　　日
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別添１

















